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祝 二十歳の皆様  おめでとう ございます祝 二十歳の皆様  おめでとう ございます
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令和７ 年令和７ 年

牟岐町二十歳の 集い牟岐町二十歳の 集い

百々 七那葉さ ん

令
和
七
年

　
名
簿

【
男
性
】

【
男
性
】

井
上

　
駿
介

　
　
　
岩
﨑

　
天
輝

井
上

　
駿
介

　
　
　
岩
﨑

　
天
輝

後
山
真
太
郎

　
　
　
小
倉

　
晃
誠

後
山
真
太
郎

　
　
　
小
倉

　
晃
誠

川
添

　
大
輝

　
　
　
河
村

　
亮
弥

川
添

　
大
輝

　
　
　
河
村

　
亮
弥

木
下

　
　
桜

　
　
　
栗
田

　
輝
来

木
下

　
　
桜

　
　
　
栗
田

　
輝
来

近
藤
近
藤
ケ
ン
ス
ケ

ケ
ン
ス
ケ

　
　
　
外
礒

　
　
蓮

　
　
　
外
礒

　
　
蓮

羽
里
実
来
斗

　
　
　
福
田

　
壮
真

羽
里
実
来
斗

　
　
　
福
田

　
壮
真

若
山

　
拓
暉

　
　
　

若
山

　
拓
暉

　
　
　

【
女
性
】

【
女
性
】

石
本

　
萌
華

　
　
　
小
澤

　
寿
珠

石
本

　
萌
華

　
　
　
小
澤

　
寿
珠

家
段

　
柚
香

　
　
　
川
添
明
日
菜

家
段

　
柚
香

　
　
　
川
添
明
日
菜

清
水

　
羽
菜

　
　
　
谷
井
亜
由
実

清
水

　
羽
菜

　
　
　
谷
井
亜
由
実

百
々
七
那
葉

　
　
　
百
々

　
史
佳

百
々
七
那
葉

　
　
　
百
々

　
史
佳

長
尾

　
和
奏

　
　
　
櫨
山

　
晴
菜

長
尾

　
和
奏

　
　
　
櫨
山

　
晴
菜

福
井

　
愛
梨

　
　
　
和
田

　
恵
茉

福
井

　
愛
梨

　
　
　
和
田

　
恵
茉

和
田
祐
生
子

和
田
祐
生
子

男
性

　
　
十
三
名

男
性

　
　
十
三
名

女
性

　
　
十
三
名

女
性

　
　
十
三
名

計
　
　
二
十
六
名

計
　
　
二
十
六
名

　 令和７ 年１ 月３ 日（ 金）、 海の総合文化セン タ ーにおき まし て、「 令和７ 年牟岐　 令和７ 年１ 月３ 日（ 金）、 海の総合文化セン タ ーにおき まし て、「 令和７ 年牟岐

町二十歳の集い」 が開催さ れまし た。町二十歳の集い」 が開催さ れまし た。

　 今年度2 0 歳を 迎えら れる成人の人数は2 6 名（ 男性1 3 名、 女性1 3 名） で、 式典　 今年度2 0 歳を 迎えら れる成人の人数は2 6 名（ 男性1 3 名、 女性1 3 名） で、 式典

には2 2 名が参加さ れまし た。 式典では枡富町長が祝辞を 述べ、「 皆さ んには、 日には2 2 名が参加さ れまし た。 式典では枡富町長が祝辞を 述べ、「 皆さ んには、 日

本を 背負っ て立つ、 豊かな教養と 、 健全な身体と 高い情操を 合せ持つ民主的な文本を 背負っ て立つ、 豊かな教養と 、 健全な身体と 高い情操を 合せ持つ民主的な文

化人たる べき 責任を 自覚し た人間と なら れる こ と を 祈念し 、 お祝いのこ と ばと い化人たる べき 責任を 自覚し た人間と なら れる こ と を 祈念し 、 お祝いのこ と ばと い

たし ます」 と 締め括り 、 2 0 歳を 迎えら れる皆様を 激励し まし た。たし ます」 と 締め括り 、 2 0 歳を 迎えら れる皆様を 激励し まし た。

　 2 0 歳を 迎え ら れる 成人の皆様を 代表し て

百々七那葉さ んが、「 2 0 歳を 迎えた成人と し て

の決意を 忘れず、 力強く 、 たく まし く 、 そし て

優し く 生き ていく こ と を誓い、 皆様方のご期待

に応える べく 努力し てまいり ますので、 なお一

層のご指導ご鞭撻を お願いいたし ます。」 と 答

辞を述べら れまし た。

後山 真太郎さ ん

司会進行司会進行

百々 史佳さ ん

ピアノ 伴奏ピアノ 伴奏

意見発表（ ４ 名）意見発表（ ４ 名）

栗田 輝来さ ん（ 写真右側）

記念品贈呈記念品贈呈

石本 萌華さ ん石本 萌華さ ん羽里 実来斗さ ん羽里 実来斗さ ん

百々 史佳さ ん百々 史佳さ ん岩﨑 天輝さ ん岩﨑 天輝さ ん

代表答辞代表答辞
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「
い
っ
た
い
、
そ
う
、
い
っ
た
い

全
体
、
戦
争
が
何
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

な
ぜ
人
間
は
、
お
た
が
い
仲
よ
く
暮

ら
せ
な
い
の
だ
ろ
う
。
」

こ
れ
は
一
九
四
四
年
五
月
三
日
に

書
か
れ
た
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
の
一

文
で
あ
る
。

海
部
郡
人
権
教
育
協
議
会
が
毎
年

実
施
し
て
い
る
県
外
視
察
研
修
に
、

牟
岐
町
人
権
教
育
協
議
会
か
ら
藤
元

会
長
を
含
め
四
名
が
参
加
し
た
。
本

年
度
は
、
広
島
県
福
山
市
に
あ
る
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
で
現
地
研
修
を

行
っ
た
。

「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
と
は
、
ギ
リ

シ
ャ
語
で
「
火
で
焼
か
れ
た
い
け
に

え
」
を
意
味
し
、
現
在
で
は
「
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
、
六
百
万
人
の

ユ
ダ
ヤ
人
を
中
心
と
し
た
大
量
虐
殺

を
あ
ら
わ
し
た
言
葉
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
で

は
、
国
内
で
混
乱
が
起
こ
り
、
そ
の

後
の
世
界
恐
慌
に
よ
り
失
業
者
が
町

に
あ
ふ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、「
ド

イ
ツ
の
威
信
を
取
り
戻
そ
う
。
す
べ

て
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
せ
い
だ
。
」
と
叫

ぶ
ナ
チ
ス
が
勢
力
を
伸
ば
し
、
ユ
ダ

ヤ
人
へ
の
差
別
・
迫
害
・
追
放
を
推

し
進
め
た
。

一
九
三
五
年
に
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
法
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人
差
別
の
法
律

が
作
ら
れ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て

ユ
ダ
ヤ
人
は
市
民
と
し
て
の
権
利
を

す
べ
て
奪
わ
れ
、
劣
っ
た
民
族
と
み

な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
二
次
世
界

大
戦
が
始
ま
る
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

は
ユ
ダ
ヤ
人
を
追
放
し
、
ユ
ダ
ヤ
人

だ
け
が
住
む
い
く
つ
か
の
地
域

「
ゲ
ッ
ト
ー
」
に
集
め
、
そ
こ
か
ら

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
な
ど
の
絶
滅
収

容
所
に
移
送
し
た
。
そ
し
て
、
戦
争

の
混
乱
に
乗
じ
て
ユ
ダ
ヤ
人
を
絶
滅

し
よ
う
と
大
量
虐
殺
「
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
」
が
行
わ
れ
た
。「
ユ
ダ
ヤ
人
と

し
て
生
ま
れ
た
」
と
い
う
理
由
だ
け

で
百
五
十
万
人
の
子
ど
も
を
含
む

六
百
万
人
の
尊
い
命
が
無
残
に
も
奪

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
で
知
ら
れ
る

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
も
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
の
犠
牲
者
の
一
人
で
あ
る
。

ア
ン
ネ
が
十
三
歳
の
時
、
迫
害
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ
の
隠
れ

家
で
家
族
と
と
も
に
約
二
年
間
過
ご

し
た
。

外
に
も
出
ら
れ
ず
狭
い
隠
れ
家
の

中
で
、
ナ
チ
ス
に
見
つ
か
る
こ
と
を

恐
れ
な
が
ら
過
ご
し
た
二
年
間
は
ア

ン
ネ
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
長
く
厳
し

い
生
活
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。「
た

だ
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
だ
け
で
、
い
つ

つ
か
ま
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
」
と
の
恐
怖
の
中
で
、
そ

れ
で
も
希
望
を
失
わ
ず
ア
ン
ネ
は
自

分
の
思
い
を
日
記
に
記
し
た
。

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
の
二
階
に

あ
る
ア
ン
ネ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
こ

の
日
記
の
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
て

い
て
、
こ
の
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
は

今
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
人
類
に

平
和
を
訴
え
て
い
る
。

こ
の
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
が
世
に

出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
オ
ラ

ン
ダ
人
女
性
ミ
ー
プ
・
ヒ
ー
ス
さ
ん

が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

彼
女
は
、
ア
ン
ネ
た
ち
隠
れ
家
の

住
人
に
二
年
一
ヵ
月
も
の
間
食
料
や

物
資
を
届
け
、
ア
ン
ネ
た
ち
を
守
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
ン
ネ
た

ち
が
捕
ま
っ
た
時
も
、
ア
ン
ネ
が
書

い
た
日
記
や
文
章
を
大
切
に
保
管

し
、
収
容
所
か
ら
生
還
し
て
き
た
、

ア
ン
ネ
の
父
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ラ
ン
ク

に
渡
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
を
か
く
ま
っ

た
と
な
る
と
、
彼
女
自
身
に
も
危
険

が
及
ぶ
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、

理
不
尽
な
ユ
ダ
ヤ
人
差
別
に
目
を
つ

ぶ
る
こ
と
が
で
き
ず
ア
ン
ネ
た
ち
を

助
け
た
の
だ
。

当
時
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
ユ
ダ
ヤ

人
が
連
れ
去
ら
れ
虐
殺
さ
れ
て
い
る

事
実
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で

も
ミ
ー
プ
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
行
き

場
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人

を
命
が
け
で
助
け
た
人
は
少
な
く
な

い
。
死
や
絶
滅
収
容
所
の
移
送
の
脅

威
か
ら
救
出
し
た
人
の
中
に
日
本
人

も
い
た
。

一
九
四
〇
年
、
リ
ト
ア
ニ
ア
領
事

代
理
で
あ
っ
た
杉
原
千
畝
さ
ん
は
、

二
千
百
四
十
通
の
日
本
通
過
ビ
ザ
を

発
給
し
て
約
六
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の

命
を
救
っ
た
。
当
時
日
本
は
日
独
伊

三
国
防
共
協
定
を
締
結
し
て
い
た

が
、
杉
原
さ
ん
は
正
し
い
と
信
じ
る

こ
と
を
、
勇
気
を
も
っ
て
実
行
し
た
。

六
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
難
民
は
、
多
く
の

人
た
ち
の
善
意
の
リ
レ
ー
に
よ
っ
て

日
本
を
経
由
し
、
自
由
の
身
と
な
っ

て
安
全
な
国
へ
渡
っ
て
い
っ
た
。

二
十
世
紀
に
起
こ
っ
た
二
度
の
世

界
大
戦
に
よ
っ
て
、
民
間
人
を
含
め

数
千
万
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
こ
の

大
戦
の
教
訓
か
ら
「
す
べ
て
の
人
間

は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で

あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
」
で
始
ま
る
「
世
界

人
権
宣
言
」
が
生
ま
れ
た
。

二
十
一
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
最
大
の
人
権

侵
害
で
あ
る
戦
争
や
紛
争
が
今
も
な

お
続
い
て
お
り
、
多
く
の
人
の
生
命

が
奪
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
、
「
日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
」
が
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
。
そ
の
授
賞
式
で
演
説

し
た
代
表
の
田
中
煕
巳
さ
ん
は
、
最

後
に
「
人
類
が
核
兵
器
で
自
滅
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
！
核
兵
器
も
戦

争
も
な
い
世
界
の
人
間
社
会
を
求
め

て
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
結

ん
で
い
る
。

今
回
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
現
地
研

修
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
人
権
・
平
和
を
大
切
に
す

る
た
め
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を

改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
」
視
察
研
修
に
参
加
し
て

〜
戦
争
の
凄
惨
さ
と
人
権
・

　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
〜

牟
岐
町
人
権
教
育
協
議
会

　葛
谷

　信
也

ホロコ ースト 理事長の講話

アンネのバラ と アンネの銅像
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『 パッ チワ ーク キルト O.Q.S 全国展 in 徳島』『 パッ チワ ーク キルト O.Q.S 全国展 in 徳島』
を開催し まし た。を開催し まし た。

期　 　 間：期　 　 間： 令和６ 年1 0 月1 8 日(金) ～ 2 0 日(日) ／令和６ 年1 0 月1 8 日(金) ～ 2 0 日(日) ／ 会　 　 場： 会　 　 場： 牟岐町海の総合文化センタ ー牟岐町海の総合文化センタ ー

来場者数：来場者数： 約5 0 0 名 ／ 約5 0 0 名 ／ 作品出展者：作品出展者： 5 0 名 ／ 5 0 名 ／ 出展作品数：出展作品数： 8 1 点8 1 点

出展者の出身地：出展者の出身地：  北海道、 宮城、 埼玉、 東京、 神奈川、 山梨、 長野、 三重、 京都、 鳥取、 岡山、 北海道、 宮城、 埼玉、 東京、 神奈川、 山梨、 長野、 三重、 京都、 鳥取、 岡山、

山口、 徳島、 香川（ 1 4 都道府県）山口、 徳島、 香川（ 1 4 都道府県）

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
は
家
庭
で
生
活
を

楽
し
む
作
品
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
工
芸
美
術
と
し
て
世
に
問
う
作
品
に
挑
戦

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
私
は
そ
れ
ら
の
作

品
の
前
で
見
る
人
と
作
者
が
感
動
を
共
有
で

き
た
と
き
、
そ
の
作
品
が
完
成
す
る
と
い
つ

も
思
っ
て
い
ま
す
。
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト

に
よ
っ
て
私
た
ち
の
活
動
が
き
っ
と
こ
れ
か

ら
も
生
き
生
き
と
続
く
よ
う
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
全
国
展
で
は
、
五
百
人
余
り
の
皆

様
に
ご
来
場
頂
き
、
私
達
一
同
嬉
し
い
三
日

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
中
で
一
生
懸
命
作
っ
た
力
作
の
カ
ラ
フ
ル

で
踊
る
よ
う
な
作
品
群
は
確
か
に
来
場
の
皆

様
が
お
元
気
に
な
ら
れ
て
、
「
よ
か
っ
た
ね

ー
」「
す
ご
い
ね
ー
」
と
言
う
感
嘆
の
言
葉

を
私
達
に
発
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
牟
岐
教
室
の
生
徒
と
徳
島
方
面
の
講
師
た

ち
も
協
力
し
て
く
れ
、
小
栗
加
代
子
キ
ル
ト

ス
ク
エ
ア
の
再
度
の
結
束
も
こ
の
作
品
展
に

よ
っ
て
固
ま
り
ま
し
た
。
お
互
い
に
話
し
な

が
ら
、
笑
い
合
い
な
が
ら
更
に
キ
ル
ト
作
り

と
人
間
関
係
を
楽
し
く
長
く
続
け
て
い
け
る

要
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様

と
一
緒
に
キ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
栗

　
加
代
子

牟岐町公民館講座パッ チワーク キルト 部の皆様

前列の左から ２ 人目が小栗加代子さ ん
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作品展示の様子作品展示の様子
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牟岐町民共楽運動会を開催し まし た牟岐町民共楽運動会を開催し まし た

選手宣誓選手宣誓

小学生徒競走小学生徒競走

びん釣り 競争びん釣り 競争 バスケッ ト 競争バスケッ ト 競争 すごろ く 競争すごろ く 競争

ボーリ ング競争ボーリ ング競争 みんなでジャ ンプみんなでジャ ンプ（ 長縄跳び）（ 長縄跳び） 放送席放送席

1 5 0 0 m 競争1 5 0 0 m 競争 綱引き綱引き まり 入れまり 入れ

チーム対抗リ レ ーチーム対抗リ レ ー 優勝旗授与優勝旗授与 万歳三唱万歳三唱

青少年非行防止パレ ード青少年非行防止パレ ード 中学生リ レ ー中学生リ レ ー

　 令和６ 年10 月1 3 日（ 日）、 旧牟岐小学校グラ ウン ド におき　 令和６ 年10 月1 3 日（ 日）、 旧牟岐小学校グラ ウン ド におき

まし て、『 令和６ 年度牟岐町民共楽運動会』 を開催し まし た。まし て、『 令和６ 年度牟岐町民共楽運動会』 を開催し まし た。

　 悪天候によ り 午前中で打ち 切り と なっ た昨年度と は打っ て　 悪天候によ り 午前中で打ち 切り と なっ た昨年度と は打っ て

変わっ て、 晴天に恵まれた今大会では、 老若男女を 問わずた変わっ て、 晴天に恵まれた今大会では、 老若男女を 問わずた

く さ んの方にご参加いただき まし た。く さ んの方にご参加いただき まし た。

　 採点種目ではチーム対抗の白熱し た試合が繰り 広げら れ、　 採点種目ではチーム対抗の白熱し た試合が繰り 広げら れ、

福引大会では当選を 喜ぶ子供たち の歓声が聞こ える など、 盛福引大会では当選を 喜ぶ子供たち の歓声が聞こ える など、 盛

況の況のう ちに大会を終えるこ と がう ちに大会を終えるこ と ができ まし た。でき まし た。
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牟岐町文化祭牟岐町文化祭    令和６ 年1 1 月２ 日（ 土）～1 1 月４ 日（ 月）令和６ 年1 1 月２ 日（ 土）～1 1 月４ 日（ 月）

牟岐町海の総合文化セン タ ー牟岐町海の総合文化セン タ ー

文化の集い　 令和６ 年1 1 月３ 日（ 日）文化の集い　 令和６ 年1 1 月３ 日（ 日）

西又コ ミ ュ ニティ セン タ ー西又コ ミ ュ ニティ セン タ ー

河内活性化セン タ ー河内活性化セン タ ー
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 市宇ヶ 丘学園だより  第 1 9 号

地域の皆様と 共に

今年度も 「 猛暑」 の中、 後半の学園生活を スタ ート する こ と になり まし た。 自然と の折り 合いを つけ今年度も 「 猛暑」 の中、 後半の学園生活を スタ ート する こ と になり まし た。 自然と の折り 合いを つけ

ながら 、 子ども たちは元気に日々の学園生活を 送っ ています。 今年度後半の活動の様子を 紹介し ます。ながら 、 子ども たちは元気に日々の学園生活を 送っ ています。 今年度後半の活動の様子を 紹介し ます。

防災学習の一貫で、５ 年生がグルー

プに分かれて０・ １ 歳児ク ラ スを訪問

し てく れまし た。一緒に遊んだり 、手

作り のおも ち ゃ を 持っ てき てく れた

り し て、 楽し く 過ごし まし た。

牟岐小５ 年生と のふれあい牟岐小５ 年生と のふれあい 牟岐中３ 年生と のふれあい牟岐中３ 年生と のふれあい ヘルスメ イ ト さ んと 一緒にヘルスメ イ ト さ んと 一緒に

中学生が手作り おも ちゃ を 持っ て

遊びに来てく れまし た。 遊び方を 見

せても ら っ たり 、 教えても ら っ たり

し て一緒に遊び、 触れ合う こ と がで

き まし た。

ヘルスメ イ ト さ んによる食育劇を

見たり 、 一緒に〝やさ いだいすき ”

に合わせて踊っ たり し 、 楽し い時間

を過ごし まし た。

小学校６ 年生 イ カ の解剖小学校６ 年生 イ カ の解剖 小学校２ 年生 本町サロンでの交流小学校２ 年生 本町サロンでの交流

校長先生の指導のも と 、 イ カ の生

態について学び、 イ カ スミ を 使っ て

イ カ の絵を 描き まし た。 イ カ が減少

し ているこ と を 知り 、 生き 物が生き

やすい牟岐の海を つく っ ていく こ と

の大切さ を 学びまし た。 絵の出来は

イ カ 画かな？

小学校４ 年生 ビーチコ ーミ ング小学校４ 年生 ビーチコ ーミ ング

松ヶ 磯へビーチコ ーミ ングに行き

まし た。 き れいな貝がら やシーグラ

スなど「 牟岐のお宝」 を たく さ ん発

見する こ と ができ まし た。 一方で漂

着ゴミ が多いこ と にも 気づき 、 豊か

な海を 守るため、 海の環境学習にも

取り 組んでいます。

10月、 本町サロンに参加さ せてい

ただき 、 地域の高齢者の方と 交流を

し まし た。 一緒に歌を 歌っ たり 、 楽

器を 演奏し て楽し く 過ごすこ と がで

き まし た。 子ども たち は、 昔の牟岐

のお話を 目を 輝かせて 聞いて いま

し た。

遠足遠足 修学旅行修学旅行 郷土料理教室郷土料理教室

中学３ 年生が高松方面へ遠足に出

かけまし た。 う どん作り を はじ め、

様々な体験を 楽し むこ と で、 学年の

結束力を さ ら に高める良い機会にな

り まし た。

中学２ 年生が沖縄へ２ 泊３ 日の修

学旅行に行き まし た。 リ モート 交流

でお世話になっ ている南風原文化セ

ン タ ーを 実際に訪れるこ と も でき ま

し た。

地域の方々のご協力のも と 、中学

１ 年生が郷土料理に挑戦し ま し た。

地域の方々と の会話を 楽し みな が

ら 、自分たち で作っ た料理を おいし

く いただき まし た。
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牟
岐
短
歌
会

牟
岐
短
歌
会

こ
づ
か
い
を

　
貯
め
て
買
い
た
る

　
ガ
ー
ナ
チ
ョ
コ

　
　
　
　
　
赤
い
小
箱
に

　
銀
色
の
夢

枯
れ
色
の

　
庭
に
水
仙

　
あ
お
あ
お
と

　

冬
日
を
溜
め
て

　
春
を
待
ち
お
り

く
ね
く
ね
と

　
黒
蛇
の
ご
と
き

　
胃
カ
メ
ラ
を

　
背
を
さ
す
ら
れ
て

　
ぐ
ぐ
い
っ
と
飲
む

藤
　
川

　
　
は
や
み

お
出
か
け
衣

　
く
ら
い
は
自
分
で

　
決
め
な
さ
い

妻
は
厄（
八
十
九
歳
）年

　
す
こ
ぶ
る
元
気

千
年
の

　
珊
瑚
が
育
つ

　
海
の
町

「
牟
岐
あ
ん
ど
ん
」は

　
千
年
燈
る

タ
ナ
カ
テ
ル
ミ

　
漢
字
で
書
け
る

　
国
々
が

先
ず
核
禁
の

　
批
准
と
書
こ
う
※

※
利
一
自
解

　
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
田
中
煕
巳
（
九
十
二
歳
）
氏
の
、

名
前
の
「
煕
」
は
、
か
が
や
く
・
や
わ
ら
ぐ
、
な
ど
の
意

味
を
持
ち
「
嬉
し
い
」
と
同
じ
で
す
。
今
年
は
巳
年
で
す
。

漢
字
文
化
の
東
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
先
ず
は
「
核
廃
絶
」

へ
の
脱
皮
を
と
願
っ
て
詠
み
ま
し
た
。藤

　
井

　
　
利

　
一

空
家
ふ
え
ゆ
く

　
島
な
れ
ど

　
ピ
ア
ノ
弾
く

　
若
き
漁
師
の

　
移
住
者
も
い
て

い
も
う
と
の

　
服
に
米
粒

　
つ
い
て
た
と

　
つ
ま
ん
で
見
せ
る

　
あ
ね
歴
二
ね
ん

大
谷
の

　
活
躍
に
沸
く

　
国
あ
ら
ば

　

戦
火
に
明
日
を
も

　
見
え
ぬ
国
あ
り

杉
　
本

　
　
雅

　
代

信
楽
の

　
狸
よ
メ
タ
ボ
は

　
大
丈
夫
か

総
合
検
診
の

　
通
知
が
来
た
ぞ

富
士
山
に

　
う
さ
ぎ
の
雪
形

　
あ
ら
わ
れ
て

里
の
人
々

　
も
み
蒔
き
始
め
る

津
軽
に
は

　
七
つ
の
雪
が

　
降
る
と
い
う

　

半
年
余
り
の

　
冬
の
間
に
※

※
誠
次
自
解

　
太
宰
治
の
小
説
「
津
軽
」
の
冒
頭
に
、
津
軽
の
雪
の

名
が
七
つ
書
か
れ
て
い
ま
す
。
歌
手 

新
沼
謙
治
の
「
津

軽
恋
女
」
で
歌
わ
れ
る
の
も
七
つ
の
雪
で
す
。
雪
を
知

ら
な
い
地
方
の
わ
た
し
た
ち
に
も
懐
か
し
い
雪
の
名
で

す
。『
こ
な
雪

　
つ
ぶ
雪

　
わ
た
雪

　
み
づ
雪

　
か
た
雪

　

ざ
ら
め
雪

　
こ
ほ
り
雪
』

　
　
　
山

　
岡

　
　
誠

　
次

　
藤

　
井

　
　
利

　
一  

（
相
生
川
柳
か
ら
）

小
豆
植
え

　
ば
あ
ち
ゃ
ん
畔
を

　
あ
そ
ば
さ
ず

容
姿
端
麗

　
吉
永
小
百
合
と

　
競
い
合
う

口
論
で

　
お
決
め
な
さ
い
と

　
憲
法
に

セ
メ
ン
ト
で

　
な
い
よ
飛
鳥
の

　
お
寺
さ
ん

エ
ラ
ー
だ
と

　
妻
が
笑
っ
て

　
言
う
卒
寿

　
令
和
七
年
一
月
二
十
日

ふ
た
ば
川
柳

ふ
た
ば
川
柳
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耐
震
設
備
を
備
え
た
大
き
な
工
場

内
で
は
、
印
刷
紙
を
運
ぶ
ロ
ボ
ッ

ト
が
動
き
回
り
、
印
刷
か
ら
梱
包
、

配
送
先
の
仕
分
け
ま
で
、
す
べ
て

自
動
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
見
学
の
記
念
写
真
が

翌
日
の
徳
島
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、

良
い
記
念
と
な
り
ま
し
た
。

　
婦
人
学
級
は
、
牟
岐
町
の
生
涯

学
習
の
一
環
と
し
て
、
年
間
を
通

し
て
各
種
の
教
室
、
研
修
等
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
活
動
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

★
五
月

　
ふ
る
さ
と
探
訪

　
昨
年
防
災
教
室
で
研
修
し
た
こ

と
を
も
と
に
、
実
際
に
牟
岐
の
町

を
歩
い
て
、
過
去
の
南
海
地
震
や

津
波
の
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、

「
防
災
ウ
ォ
ー
ク
」
を
行
い
ま
し

た
。
防
災
サ
ー
ク
ル
代
表
の
上
田

先
生
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
主
に

東
地
区
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
大
牟
岐
田
の
公
園
で
震
災
記

念
碑
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
り
、

昭
和
南
海
地
震
・
津
波
の
時
に
東

地
区
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
避

難
し
た
の
か
に
つ
い
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
す
る
時
に

は
道
路
の
下
に
あ
る
暗
渠
や
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
注
意
し
て
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
津
波

が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
み
ん
な
真
剣
に
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。

★
十
月

　
研
修
旅
行

　
こ
れ
ま
で
は
、
県
外
へ
の
研
修

旅
行
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
遠

方
へ
の
旅
行
が
徐
々
に
厳
し
く
な

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
県

内
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
二
〇
一
九
年
に
北
島

町
に
新
し
く
で
き
た
徳
島
新
聞
印

刷
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

婦
人
学
級
紹
介

婦
人
学
級
紹
介

期日 実施項目 内容 人数

5/17 開講式・ ふる さ と 探訪 開講式・「 東地区防災ウ ォ ーク 」 30人

6/13 研修講座 認知症サポータ ー養成講座 35人

6/22 人権問題講演会 高齢者の人権について考える 31人

8/19 交流手芸教室 和紙を 使っ た折り 紙作品作り 31人

10/30 研修旅行 徳島新聞印刷センタ ー・ 阿波十郎兵衛屋敷 31人

12/9 健康教室 ボッ チャ 24人

1/15 映画鑑賞会 映画「 破壊」 32人

2/19･21 料理教室 し っ かり 食べて健康寿命を 延ばそう 32人

3/17 講演会・ 閉講式 健康講演会「 笑いヨ ガ」・ 閉講式 34人

令
和
６
年
度

婦
人
学
級
活
動
実
績

高
齢
者
教
室

高
齢
者
教
室

　
牟
岐
町
は
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
、
高
齢
者
教
室
を
月
１
回
の

割
合
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
日
々
の
暮

ら
し
に
お
け
る
知
識
と
交
流
の
輪

を
広
げ
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
交
通
安
全
、

健
康
、
歴
史
、
文
化
、
福
祉
、
環

境
、
防
災
、
消
費
者
講
座
、
研
修

旅
行
等
、
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
増
え
、
脳

に
適
度
の
刺
激
が
加
わ
り
活
性
化

さ
れ
認
知
症
や
寝
た
き
り
予
防
た

め
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
交
通
安
全
講
座

　

二
、
人
権
教
育
講
座
（
高
齢
者
の

人
権
）

三
、
防
災
講
座
（
能
登
半
島
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
）

四
、
健
康
講
座
（
認
知
症
予
防
）

五
、
日
帰
り
研
修
旅
行
（
中
津
万

象
園
・
四
国
水
族
館
）

六
、
防
災
講
座
（
地
震
・
津
波
）

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
毎
月
開
催
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
気
を
配
り
な
が
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
に
は
き
ょ
う
い
く
「
今
日

行
く
」
所
と
、
き
ょ
う
よ
う
「
今

日
の
用
」
事
が
必
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
教

育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
を
く
だ
さ

れ
ば
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
お
出
し
い

た
し
ま
す
。
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シラ タ マ学級報告シラ タ マ学級報告

シラ タ マ学級は、 牟岐小学校４・ ５・ ６ 年生を 対象に普段の生活では体験

でき ないよう な、 も の作り 体験や自然体験学習などを 行っ ています。

講師： 牟岐あんどんの会　 娃佳哩☆令和６ 年11月16日（ 土） 牟岐和紙手漉き体験

スポーツ安全保険広告用　 A4 -1/3 4C

2 0 2 5

ス ポーツ／文化活動／ボラ ン ティ ア活動 団体活動のための補償制度

スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動、レクリエーション活動などを
行う4名以上のアマチュアのクラブ・サークル・グループが加入できます。

スポーツ 安全保険
Ⓡ
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※
掲
載
希
望
届
け

　
令
和
六
年
九
月
～
令
和
七
年
二
月
分
ま
で

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行

印
　
刷

　
　
福
山
印
刷
株
式
会
社

む
ぎ
公
民
館
報

　
第
二
六
一
号

発
行
所

　
　
徳
島
県
海
部
郡
牟
岐
町
川
長

　
　
　
　
　
　
牟
岐
町
海
の
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　
牟

岐

町

公

民

館

　
　
　
　
　
☎
0
8
8
4
‒

72
‒
0
1
0
7

　
　
　
　
　
FAX
0
8
8
4
‒

72
‒
3
3
8
8

人人人の うごき
令和７ 年・ 3・ 1

総人口 

　 男 

　 女 

世帯数 

高齢化率          （ 6 5 歳以上）

令和６ 年９ 月から の出生数合計：    人

（ 牟岐町で受理し た出生届９ 月～２ 月末受付分まで合計）

3

人

人

人

戸

%

3 ,4 04
1 ,5 94
1 ,8 10
1 ,8 70
54.17

ご結婚おめでと うご結婚おめでと う
♥
令
和
六
年
九
月

谷
野

　
　
翔

　
（
清
水
）

齋
藤

　
青
空

　
（
板
野
郡
）

お知らせ
『 ご結婚おめでと う 』

『 お誕生おめでと う 』

★牟岐町海の総合文化センタ ー

　（ TE L   72 ｰ0107）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 又は、

★牟岐町役場　 住民福祉課

　（ TE L   72 ｰ3415）

　 　 　 　 　 　 　 までご連絡く ださ い。

は受付時、 牟岐町に住所がある 方で、 掲載

を希望さ れた方を対象と し ています。

牟岐町外で届出を さ れた方で、 公民館報へ

の掲載を希望さ れる場合は、

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

家中　 彩
い ろ は

羽ちゃ ん吉田　 千
ち よ

桜ちゃ ん

※
掲
載
希
望
届
け

　

　
令
和
六
年
九
月
～
令
和
七
年
二
月
分
ま
で

読者の皆様や寄稿し てく ださ っ た

皆様にご迷惑を おかけし てし ま い

ま し たこ と を、 深く お詫び申し 上

げま す。

● 訂正と お詫び ●

前号の「 むぎ 公民館報 第 260 号」

に誤り があり ま し たので、 次のよ

う に訂正致し ま す。（ 敬称略）

●
二
ペ
ー
ジ
目

『
令
和
六
年
度
牟
岐
町

社
会
教
育
関
係
者
名
簿
』

（
誤
）
喜
来
分
館

　
副
分
館
長

　
古
谷

　
真
昭

　
主

　
事

　
佐
古
山
由
美

（
正
）
喜
来
分
館

　
副
分
館
長

　
（
不
在
）

　
主

　
　
事

　
（
不
在
）

（
誤
）
読
書
友
の
会

　
副
会
長

　
藤
川
は
や
み

（
正
）
読
書
友
の
会

　
副
会
長

　
木
本
千
代
子

●
五
ペ
ー
ジ
目

『
中
学
校
弁
論
大
会
』

（
誤
）
牟
岐
中
学
校  

三
年  

後
戸
遥
斗

（
正
）
牟
岐
中
学
校  

三
年  

後
戸
遥
都

◇
令
和
六
年
十
月

家
中

　
伴
樹
・
海
里

　
次
女

　
彩い

ろ

は羽
（
川
長
）

◇
令
和
六
年
十
月

中
田

　
寅
寿
・
瑠
実

　
長
男

　
璃 り

お士
（
杉
王
）

◇
令
和
七
年
二
月

青
木

　
貴
信
・
吉
田

　
茜

　
長
女

　
千ち

よ桜
（
川
長
）


